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研究課題名 I EGFR遺伝子変異陽性非小細胞肺癌におけるcompound mutationの発現を検証する観察研究

研究の対象

研究目的

・方法

当院において臨床的にEGFR陽性非小細胞肺癌と診断された症例を選定し、 登録時に以下の規

準を満たす患者を本研究対象とする。

［選択基準］

登録時に以下の規準を満たす患者を本研究対象とする。

1) 2013 年 1 月～2018 年 8 月の期間中に気管支鏡検査または手術で 組織検体が採取さ

れ、 ホルマリン固定または凍結された残余組織検体で検査が可能な症例

2) 組織学的又は細胞学的に非小細胞肺癌であることが確認されている

3) 年齢： 20 歳以上

［除外基準］

登録時に以下の規準に該当する患者は本研究から除外とする。

1) 活動性重複癌、 多発癌を有する症例

2) その他、 担当医が本研究の対象として不適当と判断した症例

目的

本研究ではEGFR変異陽性非小細胞肺癌患者の残余臨床検体で、NGSを用いたEGFR遺伝子変異

の検出を行い、compound mutationの実臨床における発現を明らかにすることを目的とする。

方法

対 象 となる症例の 残余検 体 より核酸抽出を行う。N6S によるEGFR 遺伝子検索は、

にジー ンネックス社に依頼し、 がんパネルシーケンスを用いてがん関連遺伝子について遺伝

子スクリ ーニングを実施する。 得られたデー タよりEGFR compound mutationの頻度、 種類を

明らかにする。

研究期間 I 　　　2018年 12月  5日  から  2020年 12月 31日

使用する試料の種類

組織検体

使用する情報

研究に用いる 患者背景調査項目

試料・情報の ①性別

種類 ②登録時年齢、 生年月日

③主な既往歴

④主な合併症

⑤治療開始前の病期分類、 転移部位

⑥腫瘍組織の病理診断およびEGFR遺伝子変異の情報




